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Chapter4　映像言語の原理(2)　映像言語の基本的な概念～カメラユビキティ～
1.カメラユビキティ
1.1 カメラユビキティーとはなにか
　カメラユビキティ（Camera ubiquity）＝「カメラの遍在性」のこと。
　　・映画が示そうとする情景（シークエンス）において、カメラがどこにでも存在でき、どのようなアングルやサイズで被写体をとらえることも了解されるということを意味している。
　・物語を映像で表現しようとする者が、カット割やカメラのポジショニングを適切におこなうための重要な基本概念。（現代では、きわめて無意識的におこなわれる）
1.2カメラユビキティの原理

　　原理1　カメラはどこにでも存在でき、かつ、どこにも存在しない
　　原理2　カメラの存在は、物理的な制約を受けない
　　原理3　カメラは出演者にとっても無きものである
　　原理4　カメラの視点は観客の意識の視点、すなわち物語の視点に一致する

2.イマジナリーライン
対面する人物、ＡとＢの間に、仮想線（イマジナリーライン）を引く。この状況をカメラで撮影する際、カメラの位置は、このイマジナリーラインを越えないで撮ることが原則である。下図でイマジナリーラインを越えた場所にあるカメラ位置で撮られたカット④を使って、カット①や②と編集すると、映画の観客には登場人物の位置が混乱してしまう。このため原則としては、イマジナリーラインを越えずに、カメラポジションを決めることが望ましい。（しかし、十分なアップショットなどを使えば、ライン越えも、必ずしも不自然ではなく観ることができることもある。）

3.　テレビスタジオにおける「マルチカメラ収録」
　スタジオでは、複数のカメラ（マルチカメラ）を使用する場合、

互いのカメラがお互いに「見えてしまう」ことのないような位置

にカメラ位置が「制約」されるため、映画的なダイナミズムや

リアリティという意味でのカメラユビキティの「力」は弱いといえ

る。なお、スタジオ収録におけるカメラの撮影方向線は、図の

ように「交差する関係」に、カメラを置くことが基本である。

　　　
